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地域特産とうもろこし、そらまめの
生産振興による直売所の販売額拡大

計画期間：令和５年度～令和６年度

対象者：村田ファーミーズ１０３名

大河原農業改良普及センター

髙橋洋介、宍戸嘉克、髙橋真樹子、庄子正秀、中込佑介、進藤裕子

１．村田町の現状

村田町の地域特産品

とうもろこし「味来」 そらまめ

資料１－２
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１．村田町の現状

地域の農業者、商工業者にとって重要な売り場となっている

地域特産品販売拠点 道の駅「村田」の取り組み

２．課題の背景

村田ファーミーズ

道の駅「村田」の生産出荷団体（平成１０年に設立）
会員数：１０３名

現状

高齢化による作付面積及び出荷額減少

コロナ化で組織的な活動が停滞
➡技術研鑽の機会喪失
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２．課題の背景

とうもろこしとそらまめの
現状

・需要に生産が追い付いていない

・品質の低下に伴うクレーム

２．課題の背景

X（旧Twitter）で実際にあったクレーム
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３．成果目標

定性的目標

• 防除や肥培管理等を中心とした基本技術が徹底される。
• 新たな作付希望者が把握され生産活動が開始される。
• 出荷規格の必要性が認識され検討される。

定数的数値目標

とうもろこしとそらまめの出荷額

R４ R5 R6

１００％ １２０％ １３０％

４．活動事項

活動事項

①生産性向上技術の定着支援

②新規作付誘導支援

③販売促進取組支援
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５．活動状況

そらまめ通信の配布

①生産性向上技術の定着支援

そらまめの現地検討会

５．活動状況

そらまめLINEグループ

①生産性向上技術の定着支援

新規栽培者へ向けた現地検討会
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５．活動状況

とうもろこし新規作付者向けチラシとうもろこし抑制栽培研修会

②新規作付誘導支援

５．活動状況

③販売促進取組支援

・他直売所への視察研修

・他直売所での事例紹介

・出荷規格導入について検討
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６．成果

〇栽培の基本技術の浸透が進み、出荷額が増加した。

〇新規作付者が誘導され、作付け面積が増加した。

〇品質向上に対する意識が芽生え、研修会開催予定。

とうもろこし そらまめ

出荷額 １５１％ １１６％

新規作付者 ＋２名 ＋１名、３法人

面積 １３.５ha → １４.８ha ６.６ha → ７ha

７．今後に向けて

もう一段階上の生産性向上技術の定着支援

・リアルタイムでの情報発信（通信、LINEグループ）
・チェックシートを活用
・経験の浅い生産者へのフォロー、定着支援

販売促進に向けた具体的な取り組みを支援

・目揃い会の実施
・品質向上に向けた研修会の実施
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そらまめ チェックシート


